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04　コンビニで住民票などがとれ
　　 ます！
06　市民サービス協働事業を募集し
　　 ます
07　新しい清掃センターの建設にご
　　 理解とご協力を！
08　市政情報ピックアップ
12　くらしの情報／人権コラム

14　平成29年日田市の10大ニュース
16　まちの話題
20　ＨＩＴＡＪＩＮ
　　 ／集落支援員活動
21　図書館に行こう
22  １月の元気な日田っ子集まれ！
23　児童館・支援施設１月の主な催し
24　日田市消防団出初式    
    

　12月11日、チャイルドプ
ラザで、１月のカレンダー作
りが行われました。
　子供たちは、お母さんと一
緒に干支の犬や門松、ダルマ
等のマスコットを楽しそうに
飾り付けていました。
　2018年が笑顔あふれる一
年になりますように。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
７
月
５
日
に
日
田
市
を
襲
い
ま
し
た
九
州
北

部
豪
雨
で
は
、
私
た
ち
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
雨

量
を
記
録
し
、
３
人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
ほ
か
、

家
屋
の
流
失
や
浸
水
、
道
路
や
農
地
、
林
地
の
崩
壊

な
ど
、
平
成
24
年
の
豪
雨
を
超
え
る
大
変
大
き
な
災

害
と
な
り
ま
し
た
。

　
被
災
か
ら
半
年
が
経
過
い
た
し
ま
す
が
、
未
だ
に

不
自
由
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
も
お
ら

れ
ま
す
。
10
月
27
日
に
は
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
当
市

に
行
幸
啓
さ
れ
、
被
災
地
に
心
を
お
寄
せ
く
だ
さ
る

両
陛
下
の
温
か
い
御
見
舞
の
御
言
葉
と
、
い
た
わ
り

の
眼
差
し
に
触
れ
、
改
め
て
被
災
者
の
思
い
に
寄
り

添
っ
た
復
旧
・
復
興
へ
の
思
い
を
強
く
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

　
市
で
は
現
在
、
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
と
被
災
さ

れ
た
方
々
へ
の
生
活
再
建
支
援
に
、
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
今
年
は
、
早
期
に
「
日
田
市
復
旧
・
復
興

推
進
計
画
」
を
策
定
し
、
「
創
造
的
復
興
」
に
向
け

た
取
組
を
加
速
さ
せ
、
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
は
職
員
に
よ
る
不
祥
事
が
発
生
し
ま

し
た
が
、
市
の
組
織
を
預
か
る
責
任
者
と
し
て
、
こ

の
た
び
の
事
態
を
重
く
受
け
止
め
、
市
民
の
皆
様
か

ら
の
信
頼
を
回
復
で
き
る
よ
う
、
市
役
所
一
丸
と
な

っ
て
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
国
内
の
景
気
は
緩
や
か
な
回
復
基
調
に
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
方
に
お
い
て
は
人
口
減

少
や
少
子
高
齢
化
の
進
行
な
ど
に
よ
る
影
響
が
大
き

く
、
そ
の
実
感
が
持
て
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
一
方
、
平
成
28
年
度
は
日
田
市
の
移
住
促
進
制
度

を
利
用
し
た
県
外
か
ら
の
移
住
者
数
が
１
７
２
人
に

の
ぼ
り
、
県
内
自
治
体
で
は
最
も
多
く
な
る
な
ど
明

る
い
話
題
も
あ
り
、
将
来
人
口
の
維
持
に
向
け
て
、

一
定
の
成
果
も
見
え
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
急
激
な
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、

昨
年
、
今
後
11
年
間
の
市
政
運
営
の
基
本
方
針
と
な

る
「
第
６
次
日
田
市
総
合
計
画
」
を
策
定
い
た
し
ま

し
た
。
一
昨
年
に
策
定
し
た
「
日
田
市
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略
」

と
併
せ
て
、
引
き
続
き
、
各
種
施
策
を
総
合
的
か
つ

計
画
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
産
業
力
や
教
育
・
子
育
て
力
、
福
祉
力
、
交
流
・

連
携
力
な
ど
、
「
地
域
力
日
本
一
」
の
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
む
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
市
政
へ
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
新
し
い
年
が
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
、
ま
た
、
災
害
の
無
い
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
で
希
望
に
満
ち
た

初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
よ
り
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
に
際
し
ま
し
て
は
、

本
市
に
お
い
て
も
、
３
人
の
方
の
尊
い
人
命
が
失
わ

れ
る
と
と
も
に
、
大
規
模
な
山
腹
崩
壊
や
河
川
の
氾

濫
に
よ
り
、
住
宅
の
全
半
壊
や
床
上
浸
水
、
農
地
・

林
地
な
ど
、
市
内
北
部
の
大
鶴
、
小
野
地
区
を
中
心

に
甚
大
な
被
害
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
Ｊ
Ｒ
久
大
本
線
の
花
月
川
鉄
橋
の
流
失

や
日
田
彦
山
線
の
線
路
損
壊
に
よ
り
、
今
な
お
一
部

区
間
で
不
通
と
な
っ
て
お
り
、
市
民
の
方
の
通
勤
・

通
学
な
ど
に
大
変
な
不
便
が
生
じ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
観
光
面
に
も
風
評
被
害
等
に
よ
り
大
き
な
打
撃

を
受
け
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
１
日

も
早
い
復
旧
・
復
興
に
努
め
な
が
ら
、
本
年
１
月
を

め
ど
に
「
日
田
市
復
旧
・
復
興
推
進
計
画
」
の
策
定

作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
今
、
日
本
は
世
界
に
例
を
見
な
い
速
さ
で

人
口
減
少
・
超
高
齢
化
社
会
に
向
か
っ
て
お
り
ま
す

が
、
本
市
に
お
い
て
は
、
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
・

復
興
を
は
じ
め
、
人
口
減
少
対
策
、
子
育
て
支
援
の

推
進
、
防
災
対
策
、
中
山
間
地
活
性
化
対
策
な
ど
、

多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
私
ど
も
市
議
会
で
は
、
４
月
に
「
議
会
報
告
・
意

見
交
換
会
」
を
開
催
し
、
地
域
の
課
題
や
市
政
に
対

す
る
皆
様
の
ご
意
見
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
今
回

の
豪
雨
災
害
に
お
い
て
は
、
「
市
議
会
災
害
等
対
応

会
議
」
を
設
置
し
、
被
害
状
況
の
把
握
や
被
災
対
応

に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
次
の
世
代
を
担
う
若
者
の
声
を
ま
ち
づ
く

り
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
市
議
会
政
策
研
究
会
を
中

心
に
、
一
昨
年
の
高
校
生
と
の
意
見
交
換
会
に
続

き
、
昨
年
は
市
内
で
働
く
若
い
皆
さ
ん
と
の
意
見
交

換
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
日
田
市
議
会
は
、
市
民
の
皆
様
が
安
心

で
安
全
な
生
活
が
で
き
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
に
向
け
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
市
民
に
開
か

れ
た
議
会
を
目
指
し
、
議
会
の
機
能
強
化
と
充
実
、

運
営
の
改
善
等
に
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
、
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
素
晴

ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

日田市議会議長　飯田茂男 日田市長　原田啓介
豪雨災害からの創造的復興
市民が安心して暮らせるまちへ市民とともに歩む

新年のごあいさつ
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平
成
30
年
２
月
。
日
田
市

で
も
つ
い
に
、
コ
ン
ビ
ニ
で

証
明
書
が
取
得
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
が
始
ま
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
市
役
所
の
開
庁

し
て
い
る
時
間
帯
し
か
取
得

で
き
な
か
っ
た
証
明
書
が
、

夜
間
や
休
日
で
も
お
近
く
の

コ
ン
ビ
ニ
で
取
得
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に

は
、
顔
写
真
付
き
の
「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」
が
必
要

で
す
。

　
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
を
是
非

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

問
市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係

　
☎
㉒
８
２
０
４

　
（
市
役
所
1
階
）

い
つ
で
も
コ
ン
ビ
ニ
で

取
得
で
き
ま
す
か
？

　　
平
成
30
年
２
月
１
日
㈭
か
ら
開
始
予

定
で
す
。
午
前
６
時
30
分
か
ら
午
後
11

時
ま
で
取
得
で
き
ま
す
。

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
も
利
用
で
き
ま
す
。

※
毎
年
12
月
29
日
か
ら
翌
年
１
月
３
日
ま
で

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

ど
こ
の
コ
ン
ビ
ニ
で
も

取
得
で
き
ま
す
か
？

　
日
本
全
国
の
左
記
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
取
得
で
き
ま
す
。

※
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
が
設
置
さ
れ
て
い
る
店

舗
に
限
り
ま
す
。

・
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン

・
ロ
ー
ソ
ン

・
サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

・
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ

ど
ん
な
証
明
書
が

取
得
で
き
ま
す
か
？

日
田
市
に
住
民
票
が
あ
る
人

・
住
民
票
の
写
し

・
印
鑑
登
録
証
明
書

・
市
県
民
税
所
得
証
明
書

・
市
県
民
税
所
得
課
税
証
明
書

日
田
市
に
本
籍
が
あ
る
人

・
戸
籍
全
部
事
項
証
明
書
（
戸
籍
謄
本
）

・
戸
籍
個
人
事
項
証
明
書
（
戸
籍
抄
本
）

・
戸
籍
の
附
票
の
写
し

※
最
新
の
戸
籍
に
限
る
。

コ
ン
ビ
ニ
で
取
得
す
る

た
め
に
は
何
が
必
要
で
す
か
？

①
顔
写
真
付
き
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
が
必
要
で
す
。

※
カ
ー
ド
に
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書

（
４
桁
の
暗
証
番
号
）
が
搭
載
さ
れ
て
い

な
い
と
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

②
本
籍
地
が
日
田
市
で
、
住
所
地
が
日

田
市
以
外
の
人
が
戸
籍
証
明
書
を
取

得
す
る
際
は
、
事
前
に
「
利
用
者
登

録
申
請
」
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

※
登
録
に
は
、
最
短
で
３
日
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）
か
か
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
な
い
人
は
、

早
め
に
カ
ー
ド
の
申
請
を

行
い
ま
し
ょ
う

※
申
請
か
ら
受
取
り
ま
で
１
か
月
程
度
時
間

が
か
か
り
ま
す
。

Ⓒ諫山創／講談社

マイナンバーカード
時間外に受け取りできます

　マイナンバーカードの申請や受取
りができますので、市役所の開庁時
間に都合がつかない人は、是非ご利
用ください。
■とき
　１月28日㈰　
　午前８時30分～午後５時
■ところ
　市役所１階　市民課
※北側玄関をご利用ください。
※詳細はお問い合わせください。

マイナンバーカード
申請を職員が手伝います

　マイナンバーカードを作りたいけ
ど、申請の仕方がよく分からない…
という人に、市民課窓口で、職員が
申請のお手伝いをします。申請は、
タブレット端末を利用し、所要時間
は10分程度です。
　開庁時間内は随時受け付けていま
すので、お気軽にご利用ください。
※振興局でも申請のお手伝いができます
　ので、窓口でご相談ください。

マイナンバー
お問い合わせダイヤル
☎㉒８３０３（市役所１階）

コンビニサービス
利用開始セレモニー

　２月１日から始まるコンビニ交付
サービスに合わせ、利用開始セレモ
ニーを開催します。
■とき
　２月１日㈭
※詳細が決まり次第、市ホームページ等
　でお知らせします。　
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市民サービス協働事業を募集します
　市では、ＮＰＯ（特定非営利活動法人及び非営利の市民活動団体）と市との協働を推進し、ＮＰＯの特性を
生かした市民サービスを提供するため、平成30年度に実施予定の市民サービス協働事業を募集します。

平成30年度

・自由テーマ型
・ＮＰＯが非営利で公益的な事業の企画案を市に提
出し、ＮＰＯと市が協議しながら実施する事業
・予算の範囲内（上限80万円）

・テーマ設定型
・市が示す以下の事業に対して、ＮＰＯが具体的な
事業の実施方法を提案し、ＮＰＯと市が協議しな
がら実施する事業
・協働担当課が示す予算の範囲内
・行政提案型　平成30年度募集事業一覧

■募集事業

ＮＰＯ提案型事業

行政提案型事業

①屋久島町子ども交流事業

②ＮＰＯ育成事業

③女性人材育成事業

④男女共同参画啓発事業

⑤環境教育推進事業
　（子ども環境バスツアー）

⑥自然環境調査事業

⑦日本語教室事業

市内在住の小学校６年生を対象に、屋久島町を訪れ交流す
るための企画・運営
市民やＮＰＯの取組を支援・育成するとともに、ＮＰＯ間
の連携を促進するための講座・交流大会等の企画・運営
地域や社会でリーダー的役割を果たせる女性の人材を育成
するためのスキルアップ講座等の企画・運営
男女共同参画を効果的に推進するための啓発活動の企画・
実施
小学生を対象とした環境への理解を深める日帰り学習ツア
ーの企画・運営
自然環境保全に対する市民の理解を深めるためのフィール
ド調査・研究・報告書作成・展示会開催

日常生活の中で日本語の「読み」「書き」ができずに困っ
ている市在住の外国人に必要な日本語の学習支援を行う

事業名 事業概要 協働担当課

まちづくり
推進課

環境課

博物館

社会教育課

■申込資格
　３人以上で構成し、非営利で公益的な活動を行っているＮＰＯ
（法人格の有無は問いません）
■申込方法
　まちづくり推進課に備付けの提案書等を直接持参
※申込みを希望するＮＰＯは、必ず事前にお問い合わせください。
■申込期限　２月16日㈮
■事業の決定
　審査委員会（３月下旬予定）の審査結果を受け、実施事業を決定

問まちづくり推進課市民協働・男女共同参画推進係☎㉒７５１５（市役所６階）

　日田市の清掃センターは、平成２年に稼働し、平成
29年で27年が経過しています。
  私たちが日常生活を営む上で、ごみは必ず排出される
ものです。そのごみを回収し、適切に処理を行っている
のが清掃センターです。清掃センターがなければ、適正
な処理ができず、最悪の場合は、街にごみが溢れるなど
市民生活に多大な影響を与えることになります。
　そのため、清掃センターは、市民生活になくてはなら
ない施設であり、新しい施設建設に向けて、市民の皆様
のご理解とご協力が大変重要です。
　そこで、新しい清掃センターの整備の考え方につい
て、詳しく紹介します。

本年度の取り組み

◆建設候補地の選定
　本年度（平成29年度）から、大学教授や市民代表な
どで構成する「日田市新清掃センター建設候補地選定委
員会」を設置し、市内全域を対象に建設候補地の選定作
業を進めています。現在、すでに４回の選定委員会を開
催し、建設候補地の絞り込みを行っています。本年度を
めどに、市として建設候補地の中から建設予定地を決定
する予定です。

他市のごみ処理施設の紹介

　本年度から稼働している鹿児島県指宿広域クリーンセ
ンターと平成31年度から稼働予定の山鹿市一般廃棄物
処理施設を紹介します。
　両施設ともごみを燃やすことによって出る灰や排ガス
を安全に処理する設備や施設周辺に臭いを出さないため
の設備を備えています。
　また、排ガス基準も、国の環境基準よりも更に厳しい
「独自基準」を設定し、環境保全上、影響がない施設と
して整備を行っています。
　両施設とも日田市と同規模の焼却能力を有しています
が、焼却熱を最大限有効利用できる設備も備えており、
とてもクリーンな施設として整備しています。　

①安全で、みんなが安心して生活できる
　環境に配慮したクリーンな施設
・安全で安定的にごみ処理が行える「ごみ焼却施設」を
整備します。
・排ガス基準は、国の環境基準よりも更に厳しい「市の
独自基準」を設定（予定）します。
・周辺環境と調和した施設を整備します。
・循環型社会を推進するため「リサイクルセンター」を
併設します。
・施設の見学や環境学習など環境教育の拠点となる施設
づくりを目指します。
②焼却熱エネルギーや自然エネルギーを
　有効活用できる施設
・焼却熱で温水を作り、施設内で利用するほか、施設周
辺での利活用も検討します。
・再生可能エネルギー等、自然エネルギーを積極的に活
用する施設を整備します。
③災害に強く、災害時の廃棄物処理体制を整えた
　防災拠点となる施設
・避難所としての機能を有する施設を整備します。
・広場やグラウンドを併設し、災害ごみの一時保管など
　迅速な災害対応ができる施設を整備します。

施設の種類及び処理能力
・ごみ焼却施設　１日当たり60トン
・リサイクルセンター　１日当たり７トン
　（資源物の選別・圧縮・梱包）
・ストックヤード（不燃ごみ保管場所）
※グラウンド又は広場（災害ごみ一時保管場所、通常時は地域
のイベントやスポーツ活動等に開放します）。

　施設を建設する自治会に対しては、「周辺地域への配
慮」を前提とした協議を行い、周辺の環境整備を予定し
ています。
・道路拡張や側溝の整備
・自治公民館建設
・その他公共性の高い環境整備事業（地域振興策）　等

新しい清掃センターの
　　　　　　　建設にご理解とご協力を！

問廃棄物処理施設建設準備室☎㉒８２０８（市役所２階）

指宿広域クリーンセンター
（平成29年度稼働）

山鹿市一般廃棄物処理施設
（現在建設中）

施設の概要（予定）

周辺環境整備等

施設整備の考え方

ともにつくる
一人ひとりが
主役のひた
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問財政課公有財産管理係☎㉒８２１５（市役所４階）

●日田市災害支援金に関するお知らせ　
　平成 29 年７月の九州北部豪雨で被災し、下記配分
対象の①～③に該当する人で、日田市災害支援金の申
請をされていない人は、お早めに申請をお願いします。

▼配分対象
①生活の拠点となっている専用住宅（併用住宅を含む）
が、全壊、半壊、床上浸水の被害を受けた世帯主
②店舗、事務所、工場が、全壊、半壊、床上浸水の被
害を受けた事業主
③アパート・貸家が、全壊、半壊、床上浸水の被害を
受けた家主

※空き家や使用していない建物等は対象外となります。

問会計課出納係☎㉒８２０７（市役所１階）

▼申請先
①の場合
■ところ
　市役所１階　住宅再建支援金受付窓口（健康保険課）
■必要書類
　り災証明書、通帳（世帯主）、印鑑
※住宅再建支援金の申請に関するお問い合わせは、健康保険課
国保・年金係☎㉒８２７１に連絡ください。
②・③の場合
■ところ
　市役所１階　会計課
■必要書類
　り災証明書、通帳（②事業主、③家主）、印鑑
※①②③とも、一度申請された人（受給者）は、申請の必要は
ありません。

▼受付期限
　３月 30 日㈮
※ただし、土・日曜日、祝日、12 月 29 日～ 1 月３日を除く。

●市有地を売却します

物件番号
７
10
20
101
16

区分
土地
土地
土地
土地
土地

吹上町1237番30
大字二串字君尻208番9外
大字三和字教田2467番6
若宮町651番6
大字庄手字笠田301番10

地目
宅地
宅地
宅地
宅地
雑種地

最低制限価格
7,005,000円
5,565,000円
5,235,000円
5,537,000円
4,205,000円

午前 ９時00分～
午前10時15分～
午後 １時30分～
午後 ２時45分～
午後 ４時00分～

登記面積
293.09㎡
248.45㎡
265.75㎡
218.85㎡
145㎡

所在地

２月２日㈮

①
②
③
④
⑤

▼入札参加資格　
・法人又は個人で、市税等を完納している人
・成年被後見人又は被保佐人及び被補助人以外の人、破
産者でない人等

▼特約条項
　各種特約条項がありますので、必ず市ホームページの
募集要項を確認してください。

▼入札方法　
　一般競争入札

▼入札参加受付期間・場所
　１月24日㈬～31日㈬（土・日曜日を除く）
　いずれも午前８時30分～午後５時まで
　市役所４階　財政課公有財産管理係

▼現地説明会　
【１月23日㈫　市役所７階　７０１会議室】
　①午前９時30分～（物件番号７）
　②午後１時30分～（物件番号10）
　③午後３時30分～（物件番号20）
【１月24日㈬　市役所７階　７０１会議室】
　④午前９時30分～（物件番号101）
　⑤午後１時30分～（物件番号16）
※現地説明会に参加する場合は、１月22日㈪午後５時までに
財政課公有財産管理係まで電話で必ず連絡してください。
連絡がない場合は、現地説明会は行いません。

▼入札会場　
　市役所２階　２０２会議室
※入札には、入札保証金（入札金額の100分の５以上）が必
要です。

※詳細は、市ホームページをご覧ください。

【災害支援金の受入れについて】
　日田市災害支援金の受入れは、12 月 29 日㈮
をもって終了しました。
　支援金の寄附、誠にありがとうございました。

災害に関するお知らせ

皆さんの意見を募集します！

■内容
　①日田市障がい者計画（案）
　②日田市障がい福祉計画・日田市障がい児福祉計画（案）
　③日田市高齢者保健福祉計画（案）
■閲覧場所
　市ホームページ、市役所３日以内窓口、各担当課、各振興局・振興セ
ンター、各地区公民館（各振興局・振興センター管内を除く10か所）
■意見の提出方法
　住所・氏名を記入の上、市ホームページ、郵便、ファックス、持参の
いずれかで提出
■意見の提出先
　市役所３日以内窓口、下記担当課、各振興局・振興センター
■募集期限
　いずれも１月29日㈪まで

問〒８７７－８６０１（住所記載不要）
　①・②社会福祉課障害福祉係（市役所１階）
　　☎㉒８２９０　　㉒８２５８
　③長寿福祉課介護保険係（市役所１階）
　　☎㉒８２６４　　㉒８２５８

　市では、下記の計画（案）について皆さんの意見を募集します。

パブリックコメント 日田市公式
Ｆａｃｅｂｏｏｋを
ご活用ください！

　市ではフェイスブックを活用
し、行政情報や市内のイベント
など、旬な情報を随時発信して
います。
　災害時には迅速に情報を手に
入れることができます。
　是非、下記二次元コードから
登録をお願いします。

問地方創生推進課
　シティセールス係
　☎㉒８６２７（市役所６階）

日田市公式Facebook▲
二次元コード

入札日

　水郷テレビの民営化に関する利用者説明会を下記の日程で開催します。

▼時間　いずれも午後７時～

●水郷テレビの民営化に関する利用者説明会を開催します

問情報統計課水郷テレビ係☎㉒８２２９（市役所６階）

朝日
夜明
前津江
中川・馬原
五和
五馬

朝日公民館
夜明交流センター
前津江公民館
天瀬公民館
五和公民館
天瀬公民館五馬分館

地区名日程 場所

１月 ９日㈫

１月11日㈭

１月12日㈮

三花
鎌手・大山
中津江
上津江
大鶴
小野

三花公民館
大山振興局
中津江振興局
上津江振興局
大鶴公民館
小野公民館

地区名日程 場所

１月15日㈪

１月16日㈫

１月18日㈭

※会場の駐車場については、数に限りがありますので、乗り合わせなどの配慮をお願いします。
※水郷テレビ利用者以外の人も参加できます。
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●小学校、中学校に入学を迎える世帯にお知らせします

　４月から小学校に入学するお子さん（平成23年４
月２日から平成24年４月１日までに生まれた子）が
いる家庭に、平成30年度の入学通知書・就学届を１
月中旬に郵送します。就学届に必要事項を正確に記入
し、保護者の印鑑を押印の上、就学予定校で行われる
入学説明会の際に提出してください。

※入学通知書が届かない、記載内容に誤りがある、やむを
得ない理由で指定校以外の学校に入学を希望する場合
は、下記にお問い合わせください。
※県立・私立学校に進学を希望する場合は、区域外就学の
届出が必要です。
※中学校の入学通知書は、現在通学している小学校を通じ
て１月中に送付します。

問学校教育課学務係☎㉒８２２１（市役所別館２階）

　４月に日田市立の小・中学校に入学予定の子供がい
る家庭で、就学援助の対象となる世帯に入学準備金と
して、新入学学用品費（ランドセル、制服等の入学に
必要なものを購入する費用）を入学前に支給します。
　平成30年度入学予定の家庭には、申請書などの必
要書類を１月中旬に郵送する入学通知書（中学校入学
は小学校を通じて送付）に同封します。申請を希望す
る人は、必要書類に記入の上同封している返信用封筒
で提出してください。

▼援助対象
・市民税非課税又は減免を受けている世帯
・児童扶養手当の支給を受けている世帯
・生活保護が廃止又は停止になったが、なお生活が苦
しく諸学費に困っている世帯
・前年中の世帯全員の総収入が生活保護受給世帯に準
じる額以下である世帯
・病気や災害など特別な事情によって、収入が著しく
減少し諸学費に困っている世帯

▼支給額（一人に付き）
　小学校入学予定者　40,600円
　中学校入学予定者　47,400円

▼支給時期　　２月下旬予定

▼提出期限　　２月２日㈮　必着

　日田市教育委員会では、来年度以降、各小中学校へ
導入を予定しているコミュニティ・スクールについ
て、市民の皆様の理解を深めてもらうため、講演会を
開催します。
　今回は、大分大学からＣＯＣ+推進機構統括コーデ
ィネーターである梶原敏明氏を迎え、「コミュニテ
ィ・スクールって何？」「地域や学校にどんないいこ
とがあるの？」などについて、分かりやすく解説して
もらいます。

　　市民まちづくり学校
●市民が参画する学校づくり～コミュニティ・スクールの導入に向けて～を開催！

▼とき　　１月25日㈭
　　　　　午後６時30分～８時30分

▼ところ　パトリア日田　小ホール

問学校教育課指導係☎㉒８３２６（市役所別館２階）

多くの皆様の参加を
　お待ちしています！

　料理レシピのコミュニティウェブサイト「ｃｏｏｋ
ｐａｄ（クックパッド）」内に管理栄養士おすすめの
健康レシピや、親子で作ることができる簡単おやつレ
シピ、郷土料理レシピなどを紹介する日田市のキッチ
ンを開設しました。
　今後も随時レシピを公開していく予定です。健康づ
くりや日々の食事に是非ご利用ください。

　
●ｃｏｏｋｐａｄ（クックパッド）で日田市の料理レシピを公開！

▼

日田市（大分県）の
　ｃｏｏｋｐａｄのページ、二次元コード
https://cookpad.com/kitchen/17690293

もうすぐ小学校１年生！手続きを忘れずに

就学援助制度（入学準備金）の申請を受け付けます

※ＣＯＣ…地（知）の拠点大学による地方創生推進事業

●第19回天領日田ひなまつり健康マラソン大会参加者募集

▼とき　３月11日㈰
　・開会式　午前８時～
　・種目
　　２km　 （午前８時45分スタート）
　　ハーフ   （午前９時05分スタート）
　　10km　 （午前９時15分スタート）
　　5.5km  （午前９時15分スタート）
※ハーフ、10km、5.5kmコースは豆田町を通過します。

▼ところ　日田市陸上競技場

▼参加料
　一般　　3,500円
　高校生　2,500円
　小・中学生　1,500円

▼申込方法
　専用の申込書又は、下記インターネットサイトから申込み
　
　

　　　　　　　

※申込書は体育保健課又は、各振興局・振興センター、各公民館
等に備え付けています。申込みには印鑑が必要です。また、当
日の新規参加申込みはできません。

▼申込期限　２月９日㈮

大会ボランティア募集！
　大会の受付、走路観察員等を行うスポーツボランティ
アを募集します。スタッフの一員として大会運営に参加
しませんか。希望する人は、体育保健課まで電話でお申
し込みください。大会前に事前説明会を行います。

大会前日イベント
【湯田友美さん他による陸上教室】
■とき　　３月10日㈯　午後２時～
■ところ　日田市陸上競技場
■参加料　無料
※希望する人は、体育保健課に電話でお申し込みくださ
い。陸上教室のみの参加もできます。

問体育保健課スポーツ振興係☎㉒８４４２（市役所別館２階）

▼ 　

＜ランネット＞
　　　http://runnet.jp/

＜スポーツエントリー＞　

▲

　http://www.sportsentry.ne.jp/

※大会当日はコースの一部が交通規制（全面通行止め等）
となります。ご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力
をお願いします。
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を
巻
い
た
り
、
使

い
古
し
の
毛
布
や
布
切
れ
等
（
ビ
ニ
ー
ル

袋
に
入
れ
た
も
の
）
を
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
に
入
れ
る
な
ど
、
水
道
管
の
凍
結
防
止

対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
万
一
の
破
損
に
備
え
て
、
自
宅

の
メ
ー
タ
ー
と
バ
ル
ブ
の
位
置
を
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

問
経
営
管
理
課
窓
口
係

　
☎
㉒
８
２
２
０
（
市
役
所
５
階
）

原
付
バ
イ
ク
の

「
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
」

の
交
付
を
始
め
ま
す

　
市
花
で
あ
る
「
ア
ヤ
メ
」
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
「
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
」
の

交
付
を
始
め
ま
す
。

■
交
付
開
始
　
１
月
15
日
㈪
か
ら

■
対
象
　
原
付
バ
イ
ク
（
50
㏄
以
下
、
90

㏄
以
下
、
１
２
５
㏄
以
下
３
種
類
）

■
新
規
登
録
　
従
来
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
と
「
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
」

の
ど
ち
ら
か
を
選
択
。

■
プ
レ
ー
ト
交
換
（
標
識
番
号
が
変
更
に

な
り
ま
す
）

　
既
に
原
付
バ
イ
ク
を
登
録
し
て
い
る
場

合
は
、
１
回
に
限
り
「
ご
当
地
ナ
ン
バ

ー
プ
レ
ー
ト
」
に
交
換
で
き
ま
す
。
登

録
バ
イ
ク
の
廃
車
と
新
規
登
録
の
手
続

き
を
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。
自
賠
責
保

険
の
変
更
手
続
き
が
必
要
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■
交
付
窓
口
　
市
役
所
１
階
　
税
務
課
税

制
窓
口
係
及
び
各
振
興
局
窓
口

■
交
付
に
必
要
な
物
　

・
新
規
登
録
　
印
鑑
、
販
売
・
譲
渡
証
明

書
、
廃
車
証
明
書
な
ど

・
プ
レ
ー
ト
交
換
　
印
鑑
、
使
用
中
の
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
、
標
識
交
付
証
明
書

（
あ
る
場
合
の
み
）

※
い
ず
れ
も
無
料
で
す
。

※
標
識
番
号
は
受
付
順
と
な
り
、
番
号
の
指
定

は
で
き
ま
せ
ん
。

※
希
望
ナ
ン
バ
ー
の
引
換
券
で
の
登
録
は
、
３

月
30
日
㈮
ま
で
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

問
税
務
課
税
制
窓
口
係

　
☎
㉒
８
３
９
７
（
市
役
所
１
階
）

日
田
都
市
計
画
下
水
道
の

変
更
案
を
縦
覧

　　
公
共
下
水
道
の
排
水
区
域
の
変
更
を
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
関
係
図
書
を
縦
覧

し
ま
す
。

　
な
お
、
変
更
案
に
意
見
が
あ
る
人
は
、

縦
覧
期
間
中
に
意
見
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
縦
覧
期
間

　
１
月
５
日
㈮ 

〜
19
日
㈮

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
た
だ
し
、
土
･
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

■
縦
覧
場
所

　
市
役
所
５
階
　
施
設
工
務
課

■
意
見
書
申
出
期
限

　
１
月
19
日
㈮
　
午
後
５
時

問
都
市
整
備
課
都
市
計
画
係

　
☎
㉒
８
２
１
７
（
市
役
所
５
階
）

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　
20
歳
に
な
っ
た
人
は
、
国
民
年
金
第
１

号
の
加
入
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
20
歳
の
誕
生
月
の
前
月
に
日
本
年
金
機

構
か
ら
届
く
「
国
民
年
金
被
保
険
者
資
格

取
得
届
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
に
は
、
納
付
猶
予
制
度
や
学

生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
、
申
請
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
厚
生
年
金
保
険
加
入
者
・
共
済
組
合
加
入
者
、

又
は
そ
の
配
偶
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
人
は
除

き
ま
す
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

　
☎
㉒
６
１
７
４

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

食
育
健
康
料
理
教
室

　
市
栄
養
士
に
よ
る
料
理
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
野
菜
や
果
物

を
使
っ
た
簡
単
お
や
つ
」
で
す
。
是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
と
き
　
１
月
19
日
㈮

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時
　 

■
と
こ
ろ

　
ウ
ェ
ル
ピ
ア
１
階
　
栄
養
実
習
室

■
費
用
　
５
０
０
円
（
当
日
徴
収
）
　

■
募
集
数
　
12
人

■
申
込
方
法
　
電
話
で
左
記
に
申
込
み

■
申
込
期
限
　
１
月
11
日
㈭

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

５
歳
児
発
達
相
談
会

　
小
学
校
入
学
を
１
年
後
に
控
え
た
５
歳

児
の
発
達
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
と
き
　
２
月
７
日
㈬

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア

■
対
象
　
平
成
24
年
12
月
１
日
〜
平
成
25

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
と
親

又
は
家
族
な
ど

■
内
容
　
落
ち
着
き
が
な
く
、
対
応
が
難

し
い
、
言
葉
が
は
っ
き
り
し
な
い
等

■
相
談
員
　
医
師
、
臨
床
心
理
士
、
言
語

聴
覚
士
、
教
員
、
栄
養
士
、
保
健
師
等

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
１
月
22
日
㈪

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

募
集

こころちゃん

人権コラム　　心、豊かに

ワンオペ育児からの脱却

　2010年の新語・流行語トップテンに選ばれた
『イクメン』。積極的に育児に関わる男性を表す
この言葉が社会に定着しつつある中、「子育ての
実態は変わっていない！」と訴えるかのように、
『ワンオペ育児』が2017年の新語・流行語にノ
ミネートされました。
　ワンオペとは、飲食店などで一人の従業員が全
ての業務をこなす“ワンオペレーション”を略した
ものです。つまり、『ワンオペ育児』とは、家事
や育児をひとりでこなす状態を表します。
　総務省の「社会生活基本調査」でも、相変わら
ず女性が家事や育児を担っていることが証明され
ています。６歳未満の子どもを持つ夫と妻の家
事・育児時間の合計を見ると、平成23年は「夫
:51分、妻:６時間57分」、平成28年では「夫:１
時間６分、妻:６時間52分」。５年間で男性が15
分長くなり、女性が５分短くなったものの、依然
として男性の６倍以上の時間を女性は家事と育児
に費やしています。
　しかし、厚生労働省が発表した「仕事と育児の
両立に関する実態把握調査」の企業結果を見る
と、単に男性が家事や育児を軽視している訳では
ないことが分かります。「育休を取得しやすい
（職場の）雰囲気」があると感じているのは、男
性：25.2％に対し、女性：79.3％と大きく差が
開いています。企業は男性の「仕事と育児の両立
支援」について、55.9％がその必要性を感じてい
るようですが、実態は企業の約７割が「男性が休
暇を取得しやすい環境づくり」に着手できていな
いばかりか、「育児参加促進の取組」に至っては
８割を超える企業が何も行っていない状況です。
　これまでに、育児休暇や短時間勤務制度など社
会的制度は整ってきましたが、いまだに男性が制
度の利用に踏み込めない状況が続き、結果として
職場の理解が得られやすい女性が働き方を調整す
るのが現実のようです。
　年も新たになりました。
　家庭も企業も『ワンオペ育児』からパートナー
や地域などで協力して子育てを行う「チーム育
児」に舵を切り、2018年の新語・流行語に『チ
ーム育児』が選ばれる―。そんな明るい一年が願
われます。

問人権啓発センター☎㉒８０１７（市役所別館１階）

的
場
電
機
製
作
所
製

家
庭
用
ロ
ー
ラ
ー
式
電
気

マ
ッ
サ
ー
ジ
器
を
探
し
て
い
ま
す

 

布
カ
バ
ー
を
外
し
た
誤
っ
た
使
い
方
に

よ
っ
て
、
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
左
記
製
品
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
す

ぐ
に
使
用
を
中
止
し
、
的
場
電
機
製
作
所

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
商
品

　
昭
和
58
年
（
１
９
８
３
年
）
〜
平
成
８

年
（
１
９
９
６
年
）
製
造

・
ア
ル
ビ
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
ロ
ー
ラ
ー

・
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
ロ
ー
ラ
ー
Ⅱ

※
機
種
名
は
本
体
裏
面
の
ラ
ベ
ル
表
示
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

問
株
式
会
社
的
場
電
機
製
作
所

　
☎
０
１
２
０
‐
０
１
‐
２
２
５
１

　
健
康
保
険
課
保
健
医
療
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

工
場
用
地
の
情
報
提
供

　
市
で
は
、
市
内
へ
の
工
場
立
地
や
工
場

増
設
等
を
希
望
す
る
企
業
に
必
要
と
な
る
用

地
の
情
報
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
す
る
不
動
産
情
報

・
空
き
工
場
等
（
建
屋
込
の
土
地
）

　
１
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

・
工
場
立
地
が
可
能
な
土
地

　
３
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
　
　

※
都
市
計
画
法
、
農
地
法
等
の
制
限
に
よ
っ
て
工

場
の
立
地
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
提
供
さ
れ
た
情
報
は
、
情
報
提
供
者
の
希
望

に
沿
っ
て
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
開
や
市

の
手
持
ち
資
料
と
し
て
管
理
し
、
問
い
合
わ

せ
の
あ
る
企
業
に
紹
介
し
ま
す
。

問
企
業
立
地
推
進
室
企
業
立
地
推
進
係

　
☎
㉒
８
３
１
３
（
市
役
所
３
階
）

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ビ
ジ
ネ
ス
合
コ
ン

企
業
合
同
面
談
交
流
会

参
加
事
業
所
募
集

　
市
内
の
求
人
事
業
所
（
正
社
員
採
用
）

と
求
職
者
を
対
象
に
、
個
別
の
面
談
会
で

お
互
い
の
情
報
を
採
用
や
就
職
の
前
に
共

有
で
き
る
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ビ
ジ
ネ
ス
合

コ
ン
」
の
参
加
事
業
所
を
募
集
し
ま
す
。

■
と
き

　
２
月
17
日
㈯
　
午
後
１
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
７
階
　
会
議
室

■
募
集
数
　
28
社
程
度

※
定
数
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
募
集
期
間
　
１
月
９
日
㈫
〜
19
日
㈮

※
１
月
19
日
㈮
は
正
午
ま
で
。

※
募
集
期
間
以
前
の
予
約
や
申
込
み
は
受
付
で

き
ま
せ
ん
。

■
参
加
要
件
　
１
月
末
ま
で
に
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
に
求
人
申
込
の
手
続
き
を
完
了
す

る
こ
と

■
来
場
予
定
者
　
市
内
で
就
職
や
転
職
を

希
望
す
る
人
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
で
就
職

を
考
え
て
い
る
人
、
新
規
学
卒
者
（
高

校
生
を
除
く
）

問
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
お
お
い
た
日
田
サ
テ
ラ
イ
ト

☎
㉓
６
８
９
８
（
日
田
商
工
会
議
所
１
階
）

　
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

第
20
回
鬼
火
焚
き
（
記
念
行
事
）

　
〜
九
州
北
部
豪
雨
復
興
祈
願
〜

　
当
日
は
岳
減
鬼
太
鼓
の
演
奏
や
神
主
に

よ
る
神
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
１
月
14
日
㈰
　
午
前
６
時
〜

　
中
ノ
島
町
河
川
敷
（
か
ん
ぽ
の
宿
前
）

問
Ｄ
Ｓ
会
事
務
局
（
渡
辺
）

　
☎
㉒
６
６
５
５

タ
ウ
ン
情
報
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平成29年日田市の
   

大ニュース

平成29年７月九州北部豪雨災害

　７月５日から降り続いた豪雨によって、市北部地域の小野・大鶴・夜明・東有田地区等を中
心に、河川や道路、農地や山林、住宅等に甚大な被害が発生し、３人の尊い命が失われた。ま
た、大分県と福岡県を結ぶＪＲ久大本線の花月川橋梁が流出し、現在もこの区間は不通となっ
ており、交通・観光・経済に大きな影響を及ぼしている。この豪雨の被災状況等についての現
地調査のため、内閣総理大臣や防災担当大臣等が日田市を訪れた。その後、８月８日に激甚災
害の指定が決定され、現在、復旧復興に向けた取組が進んでいる。
　また、全国の皆さんから災害支援金やボランティア活動など心温まる支援が現在も続けられ
ている。

　10月27日、天皇・皇后両陛下が市役所を訪問。豪雨災害の被災者５人と
言葉を交わし、御見舞をされるとともに、救助や復旧に尽力いただいた人々
を労われた。
　市役所及び沿道に集まった約3,600人の市民が両陛下の訪問を歓迎した。

　日田祇園の曳山行事等がユネ
スコ無形文化遺産「山・鉾・屋
台行事」に登録されたことを記
念し、５月13日・14日、長い
祭りの歴史の中で、九州にある
他４団体と初めて福岡市で一堂
に会し“九州の山・鉾・屋台特
別巡行”を行った。他の山車に
比べて一際大きい日田祇園山鉾
は、会場に詰めかけた観衆の注
目を集めていた。
　７月の日田祇園祭では、豪雨
災害のため集団顔見世を中止し
たが、本祭は「日田を元気に」
の思いのもと行われた。
　９月には日田祇園ユネスコポ
スターが、全国１道２府33県
から101点の応募があった第７
回日本の伝統まつりポスターコ
ンクールで大賞を受賞した。

　平成29年７月九州北部豪雨の復興支援のため、青森
県弘前市の「弘前ねぷた（国指定重要無形民俗文化
財）」が平成29年11月11日・12日の両日、日田天
領まつりと千年あかりに参加した。勇壮な武者絵が描
かれた山車が豆田町を練り歩き、過去最高の賑わいと
なり、訪れた人たちを笑顔にしていた。

日田天領まつり・千年あかり
弘前ねぷたが
日田の応援のために参加！

天皇陛下・皇后陛下行幸啓～平成29年７月九州北部豪雨被災地御見舞～　

日田祇園ユネスコ無形文化遺産の
登録を全国にアピール！

生誕130年バーナード・リーチと小鹿田焼展

　小鹿田焼の名を全国に広めたイギリスの陶芸家バーナー
ド・リーチの作品展が、９月26日から10月18日まで天領
日田資料館で開催された。同時に豆田まちづくり歴史交流
館では小鹿田焼陶芸館に展示している作品や資料が紹介さ
れ、県内外からの多くの来館者で賑わった。
　会期初日には、パトリア日田で記念フォーラムを開催
し、料理研究家の土井善晴氏の講演やパネルディスカッシ
ョンが行われた。

日本民藝館所蔵作品

咸宜園開塾200年記念事業
　日田で生まれた儒学者・教育者・漢詩人である廣瀬淡窓先生が文化14年
（1817）２月に私塾「咸宜園」を創設。平成29年２月に開塾200年の節目
を迎えたことを記念し、広瀬知事や海原徹氏（京都大学名誉教授）を迎え、
記念講演やてい談がパトリア日田で開催された。
　また、11月には全国各地の自治体（日田市を含む14市町）の関係者が一
堂に会した「嚶鳴フォーラム」が初めて日田市で開催された。これは先人の
知恵や経験から普遍的な人間の英知を再発見し、よりよき地域づくりへの道
を学び、実践していくことを目的とし行われ、童門冬二氏（作家）による記
念講演も開催された。

　「ともにつくる　一人ひとりが主役の　ひた」
を将来像に平成29年から今後11年間のまちづくり
を進めるための指針として総合計画を策定した。
　今回は、市民に親しみと関心を持ってもらおう
と、ダイジェスト版は絵本仕様とし、７月に全戸
配布、11月には原画展をパトリア日田で行った。

平成28年度の県外移住者数
　　　　　　　県内トップ！

　平成28年４月に移住の総
合窓口となる「ひた暮らし
推進室」を設置。
　移住支援策や積極的な情
報発信が功を奏し、平成28
年度に支援策を利用した大
分県外からの移住者数が
172人となり、県内トップ
となった。

第70回日田川開き観光祭
　第70回日田川開き観光祭記念特別イベントとして市民か
ら観光祭の思い出を募集し、水上ステージに写真等を展示
した。また、よさこいで有名なＪＲ九州櫻燕隊が中央公園
ステージを盛り上げ、花火も例年より2,000発多く打ち上
げられ、70回に花を添えた。

「日田市農業振興ビジョン」策定
　本市農業の現状や課題を明
確にし、農業を魅力ある産業
として、今後10年間の目指
すべき具体的な方向性を示し
た「日田市農業振興ビジョ
ン」を策定した。このビジョ
ンに基づき今年度は、農業の
担い手対策としてファーマー
ズスクールを開校した。２人

の研修生が就農（大山えのき）を目指して現在研修中。また
大分特産のかぼすを混ぜた餌で育てるブランド魚「かぼすヤ
マメ」の新たな商品開発も行っている。

「第６次日田市総合計画」策定

平成29年日田市の    大ニュース
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まちの話題

寒い夜を暖かく照らす
　11月25日、中津江村唯一の石橋である「間地め
がね橋」のライトアップが始まった。ライトアップ
初日は、一夜限りの屋台も出店し、多くの人で賑わ
った。この催しは、歴史的建造物でもある石造アー
チ式の「間地めがね橋」を多くの人に見てもらいた
いと、地元有志団体の丸蔵親和会が行っているもの
で、今回で６回目の開催となった。

目の前の熱戦に歓声響く
　11月19日、中津江ホールで「第37回中津江村ふ
るさとまつり」が開催された。ホール内では、小学校
５・６年生の和太鼓演奏、農林産物品評会表彰式、園
児や中学生による合唱が行われた。屋外では、今回の
目玉であるプロレスが行われ、選手達の闘志あふれる
パフォーマンスを目の当たりにした来場者からは、拍
手や歓声が会場中に響き渡っていた。

今年も大盛況！上津江産業文化祭
　11月23日、毎年恒例の「上津江産業文化祭」が
振興局及び上津江体育館で開催された。津江小・中
学生による和太鼓演奏や合唱、藤蔭高校吹奏楽部に
よる演奏会、特別ゲスト中島まりさんによる「もの
まねショー」等が行われ、館内は爆笑の渦に包まれ
た。屋外ではバザー、農林産物即売会も行われ、当
日は500人を超える来場者で賑わいを見せていた。

技能を競って1番に！
　11月12日に行われた、第47回大分県技能祭にお
いて、日田地域技能士会が５年連続31回目の大分
県知事賞（第１位）を受賞し、11月29日、市長報
告に訪れた。この大会には日田管内から19人が出
場し個人の部（建築配管）で１人が優勝した他、８
人が入賞した。今後も技術の向上、後継者の育成に
力を入れていきたいと語った。

高校生が仕事と未来を考える
　12月10日、アオーゼで、日田での仕事や暮らし
を大人たちに聞いてみようと、高校生対象の「僕ら
のみらい会議」が開催された。第１部では「日田の
今を知る」をテーマに、日田の林業について考え、
第２部では「仕事本音バトル」と題し、高校生と大
人のトークバトルが行われた。参加した高校生は、
自分の将来を考える良い機会となった。

中津江 日田

上津江

川原自治会と都留自治会に感謝状
　12月８日、日田土木事務所で道路環境美化ボラ
ンティア団体感謝状授与式が開催され、川原・都留
自治会に感謝状が贈られた。これは市内の道路の環
境美化に顕著な貢献があった団体に感謝状を贈るも
ので、川原自治会の髙木自治会長は、「これからも
積極的に草刈等を行い、誰もが気持ちよく利用でき
る道路の美化に努めたい」と決意を新たにした。

あと200メートルだ！！
　12月９日、中城体育館で日田ライオンズクラブ杯
第30回全国マシンローイング大会が開催された。こ
れは、室内でローイング（ボート漕ぎ）のマシーン
を用い、2,000メートルのタイムを競う大会で、全
国各地で11月から１月末までに行われ、年代別・男
女別に、全国ランキングが発表される。初参加の中
学生たちは、声援を受けながら頑張っていた。

　

大事なのは人間らしさ！
　11月21日、パトリア日田で平成29年度男女共同
参画市民公開講演会が開催された。今回は、女装パ
フォーマーとして活躍しているブルボンヌ氏が、性
的少数者の基礎知識や多様な性を認めあい性差を超
えた人間らしさが大事であることをユーモアを交え
て講演した。会場からの質問に軽妙な受け答えをす
る氏の話にも、参加者は熱心に聞き入っていた。
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紅葉谷を奥日田の観光名所に
　11月19日、地域おこし協力隊員主催による「紅
葉を観る会」が田来原の紅葉谷で開催された。植生
豊かな田来原の「紅葉谷」を奥日田観光資源として
生かす可能性を探るモニタリング企画で、12人がモ
ニターとして参加し、紅葉と市内の協力店による箱
膳を楽しんだ。隊員は、モニターの意見を参考にし
ながら今後の展開を探りたいとしている。

10周年を迎えた上下流交流
　11月19日、福岡市水源林ボランティア会員と大山
町老松生産森林組合員合わせて40人が、田来原美し
い森づくり公園周辺の山林で、枝打ち作業を行った。
　この催しは、水源林の大切さを理解してもらうこと
を目的として始まり、今年で10周年を迎えた。参加
者は、慣れた手つきで枝打ちを行い、その後地元住民
が準備したシシ鍋で作業の疲れを癒していた。

人権の花運動～風船イベント～
　前津江小学校は、今年度「人権の花運動」の指定
校として、児童全員で花を植え、施肥や水やりなど
に取り組んできた。作業を通して、児童たちは花を
いたわる優しい心やお互いを尊重し協力し合う心が
育った。11月10日に、運動場でメッセージ付き花
の種をくくり付けた風船を飛ばした。願いを込めた
風船は山口県まで届き、温かい心の輪が広がった。

実ったよ！稲の収穫体験
　11月７日、大野座目木の佐藤初男さんの田んぼ
で、６月に手で植えた稲を小学校の児童たちが稲刈
りをした。最近は米作りも機械化されているが、昔
ながらに稲を手鎌で刈り、わらで結び、掛け干しの
作業を行った。子供たちは、鎌の使い方などを熱心
に聞き、上手に作業をこなし、真剣な中にも貴重な
体験を喜んでいた。

大山

前津江

ＴＯＷＮ ＴＯＰＩＣＳ ＩＮ ＨＩＴＡ

まちの話題

早期の開通を願って
　12月10日、国道210号の赤岩湯ノ釣で、市ノ村
トンネル（仮称）の貫通を記念し、関係者など約
100人が祝う中、貫通式が行われた。
　平成12年から始まったこの事業は、今年６月か
ら行われている全長541メートルのトンネル工事を
含め約75億円をかけて今後も整備を行い、早期の
全面開通を目指している。

山里の恵みに感謝して
　11月26日、慈恩の滝駐車場で、杉河内地区の「秋
の収穫祭」が開催された。杉河内地区収穫祭実行委員
会が主催し、シシ鍋などが販売され、餅つき体験など
も行われた。また11月１日～30日には、馬原中部里
地区で、なかべり花の里づくり委員会主催の「第３回
なかべり紅葉の里開き」が開催され、地元の住民等多
くの人が紅葉した景色に魅了されていた。

天瀬

頂上はいい眺め
　11月23日、天ヶ瀬駅をスタート／ゴールとす
る、ＪＲ九州ウォーキング「癒しいっぱいの天ヶ瀬
ウォーキング」が開催された。参加者は、玖珠川の
せせらぎを聞きながら温泉街を散策し、顕徳坊尊の
頂上の展望台では紅葉した山里の景色を楽しんだ。
ゴール後には特産品のゆずやかりんとう等が配ら
れ、参加者は天瀬を全身で満喫していた。

これからは地域の力
　11月18日、天瀬公民館で「天瀬まちづくり大
学」の特別公開講座が行われた。この講座は定期的
に講師を招いて講演を行っている。
　今回は、広瀬勝貞大分県知事が「おおいた地方創
生」と題して、人口減少に伴う地域の重要性などに
ついて講話が行われ、受講生や市民約140人が熱心
に聞き入っていた。
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新刊情報

図書館に行こう　淡窓図書館☎㉒２４９７　開館時間：午前９時～午後７時（日曜日、祝日は午後６時まで）

おいでよ！おはなし会
□とき
　１月13日㈯
　午後３時～４時
　１月27日㈯
　午前11時～正午
□ところ
　児童コーナー

  

集落支援員活動⑤

地域を盛り上げます！

フェルトの福づくしチャームとお守り袋
がなはようこ・辻岡ピギー:ピポン／著
文化学園文化出版局
　こけし、福助さん、桃太郎、金魚、
座敷わらし、五円玉、十二支…。日本
の言い伝えや民話、郷土玩具など「き
っといいことあるよ」と思えるものを
集め、フェルトと簡単な刺繍で作るチ
ャームとお守り袋に。巻末に実物大の
図案集を収録。

とんすけくんはももたろう
長尾謙一郎／著
小学館
　桃と暮らしているおじいさん。川
からながれてきたのは、おおきなお
ばあさん。宇宙最強のオニとは…。
奇想天外な展開が繰り広げられる、
前代未聞のナンセンスギャグ絵本。

今回は天瀬地区で活躍している古賀さん、髙村さん、高瀬さんを紹介します！

大好き図書館！

土月 火 水 木 金日
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１月の休館日（○…休館日）
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６
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　10月29日㈰、読書週間イベントの一環として、ビブリオバトルを開催しました。
　大会には小学生以下の部に４人、中学生以上の部に５人が出場。

お気に入りの本を発表し、観客全員で審査を行い、「読んでみたい本Ｎｏ.１」を決定しました。

生涯一度は行きたい春夏秋冬の絶景駅
100選　
越信行／著
山と溪谷社
　駅にも旬があり、もっとも輝いて見
える季節がある。駅旅写真家として全
国約4,500の駅を撮影してきた著者が
選んだ四季ごとの美しい風景。四季が
楽しめる景観美がある駅をセレクトし
て紹介。大分県は日田市のＪＲ豊後中
川駅が紹介されている。

　淡窓図書館初　
ビブリオバトル（知

的書評合戦）を開催
！

　天瀬地区担当、高瀬三枝です。平成28年４月
から活動しております。地域力がアップし、健康
で楽しく過ごせる町になればと思い、ふれあいサ
ロンなどで笑いヨガ講座を行っております。高瀬三枝さん古賀博明さん

　天瀬地区担当、古賀博明です。天
瀬町にＩターンして７年、昨年４月
から活動しています。「地域を元気
にしたい」という思いから、お祭
り・イベントの盛りあげ隊として頑
張っています。山なみに沈みゆく夕
陽と玖珠川添いの露天風呂をこよな

く愛し、これからも皆
様方と共に楽しく幸せ
な日々を送っていきた
いと願っています。

髙村晃司さん

　天瀬地区担当、髙村晃司です。昨年４月から活動しています。天瀬地
域は、広域なので地域イベントに参加・支援の活動時や地域回りをしな
がら発見することも多々ありました。各地域の色々な情報や土地柄、風
習などを得ることができたので、この知識・情報を有効
的に活用する手段を今模索してます。パソコン関連の支
援もその一環で、とても有効なコミニュニケーションの
手段なので今後も継続していければと考えてます。

優 勝

▼

小学生以下の部
　発表者　長木陽彩さん

　「ねむれないこのくに」
　小竹守道子/作　西片拓史/絵　
　岩崎書店

▼

中学生以上の部
　発表者　河原千恵さん

　「牧師館の殺人」
　アガサ・クリスティー/著　
　田村隆一/訳　早川書房

ひいろちょうき

日田の輝き人を紹介します
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七
草
を
食
べ
て
や
っ
と
ほ

っ
と
一
息
で
す
」
と
高
浪
さ
ん
。
そ

れ
ぞ
れ
種
類
ご
と
に
選
別
し
、
大
き

さ
を
揃
え
、
７
種
類
を
１
つ
の
パ
ッ

ク
に
詰
め
ま
す
。
農
協
か
ら
大
分
の

市
場
を
通
し
、
北
九
州
や
久
留
米
、

遠
く
は
広
島
ま
で
出
荷
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

　
「
天
候
の
変
化
で
七
草
の
生
育
状

況
が
違
い
、
大
き
さ
が
揃
わ
ず
サ
イ

ズ
を
合
わ
せ
る
の
が
大
変
。
黙
々
と

作
業
を
し
な
い
と
い
け
な
い
の
で
き

つ
い
で
す
が
、
価
格
が
安
定
し
て
お

り
需
要
も
あ
る
た
め
、
今
の
２
万
５

千
パ
ッ
ク
を
将
来
は
３
万
パ
ッ
ク
ま

で
増
や
し
た
い
」
と
熱
く
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
七
草
を
買
っ
て
く
れ
た
お

客
さ
ん
か
ら
「
香
り
が
と
て
も
強
い

で
す
ね
。
少
し
苦
味
も
感
じ
ら
れ
美

味
し
い
七
草
粥
が
で
き
ま
し
た
」
と

声
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
、
と
て

も
嬉
し
く
な
る
そ
う
で
す
。

　
七
草
に
は
ビ
タ
ミ
ン
類
が
多
く
含

ま
れ
消
化
を
助
け
る
働
き
が
あ
り
ま

す
。
お
正
月
は
、
ご
馳
走
を
食
べ
過

ぎ
る
日
が
続
き
が
ち
で
す
。

　
疲
れ
た
胃
を
休
ま
せ
、
今
年
の
無

病
息
災
を
願
い
な
が
ら
、
体
に
良
い

七
草
粥
を
食
べ
て
み
ま
せ
ん
か
。

高浪博文さん

スズナ

ホトケノザ

ハコベラ

セリ

ナズナ

スズシロ

ゴギョウ児童書が寄贈されました！
　日田商工会議所女性会から、チャリティー事業を
通じて、児童書108冊（大型絵本３冊含む）が寄贈
されました。昭和54年から続くこの事業で寄贈され
た本の冊数は、累計5,192冊となりました。

１月末から貸出しを始め
ますので、是非ご利用く
ださい！
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中央児童館　☎㉗６４０６

日田市の人口
（平成29年11月30日現在） 

■人口　
　66,899人
　（前月比-83人）
・男　31,679人
・女　35,220人
■世帯数
　27,370世帯

　３Ｂ体操
　16日㈫　11:00～
　チャレンジキッズ
　お正月遊び　
　17日㈬　15:30～
　★わくわく制作
　24日㈬　11:00～
　25日㈭　11:00～　
　お弁当の日
　26日㈮　12:00～13:00 ９:00～17:30

月曜日休館（祝日開館）

小 …小学生対象 乳 …乳幼児対象

子育てを応援します！
児童館・支援施設　１月の主な催し　　

天瀬児童館　☎57８９２２

●凧作り
　６日㈯　10:30～11:30
　リズム遊び
　25日㈭　10:30～11:30
●節分制作
　27日㈯　10:30～11:30
　

　　
　

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

９:00～16:30
日曜日、祝日休館

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

大山児童館　☎52２９０１

　凧作り
　６日㈯　10:30～
　すくすく相談（栄養相談）
　18日㈭　10:00～
※母子手帳を持参してください。
　節分制作
　31日㈬　10:30～
　

まえつえ子育て支援施設　☎53２４０９

●子育て講演会
　10日㈬　10:00～11:00
●人形劇観劇
　13日㈯　10:00～11:00
●せいまお兄さんと遊ぼう！
　16日㈫　10:00～11:00

丸の内子育て支援センター　☎㉓１８９０

★世代間交流
　５日㈮　10:00～
※募集数20世帯、参加費１人50円。
●ままんルーム
　11日㈭　13:30～
※大きめのタオル（バスタオル）を持参してください。
★鬼のお面作り
　23日㈫　９:30～12:00
※募集数20世帯、材料費100円。

９:30～12:00、13:00～15:30
土・日曜日、祝日休館

チャイルドプラザ　☎㉕５３００

★ママヨガ
　16日㈫・30日㈫　
　11:00～12:00
●お誕生会
　22日㈪　11:00～12:00
※誕生者は30分前に集合。　
●身体計測
　25日㈭　11:00～12:00

ひのくま子育て支援センター　☎㉒７５６５
●園児とのふれあい
　11日㈭　10:10～11:00
★鬼の面作り
　16日㈫　９:30～12:00
●スリング講習会
　19日㈮　10:00～12:00
●ファーストパパママくらぶ
　23日㈫　13:30～15:30
★節分会
　30日㈫　10:30～12:00　

※★印は事前に予約が必要です。児童館の利用には、年１回
登録申請書（押印必要）を提出してください。松原児童館
（☎52２９２２）は、毎週土曜日のみ開館しています。

乳

乳

小

乳

乳

９:30～12:30、13:30～15:30
土・日曜日、祝日休館

９:00～17:00
金・土曜日休館（祝日開館）

H a p p y
B i r t h d a y

月生まれ１
元気な日田っ子集まれ！

たいせい
宇野太惺ちゃん
（３歳・丸の内町）

そうご
長尾颯悟ちゃん
（２歳・南友田町）

りっか
河津六花ちゃん
（２歳・大山町東大山）

は  く
江田翔琥ちゃん
  （１歳・東町）

江田海美ちゃん
（１歳・丸の内町）

う みしゅうか
赤瀬柊香ちゃん
（１歳・坂井町）

ゆいと
宇野結翔ちゃん
（１歳・丸の内町）

橋爪 暖ちゃん
（２歳・丸山１丁目）

ひなた
江田悠愛ちゃん
（２歳・天瀬町馬原）

ゆ な

加藤 光ちゃん
（１歳・高瀬本町）

ひかり

松野 楓ちゃん
（１歳・亀川町）

かえで

乳

乳

小

ひまり
木薮美葵ちゃん
（１歳・玉川３丁目）

あさひ
眞田 旭ちゃん
（１歳・上手町）

ゆうと
貴田悠仁ちゃん
（１歳・刃連町）

そうた
猪迫颯太ちゃん
（１歳・玉川３丁目）

　　　

りょうま
吉長稜真ちゃん
（３歳・坂井町）

けんた おうが しゅうじ
神川柊志ちゃん
（２歳・朝日ヶ丘）

穴井睦喜ちゃん
（１歳・小迫町）

むつき
野木健汰ちゃん
（１歳・城町２丁目）

藤井凰翔ちゃん
（１歳・天神町）

　３月に誕生日を迎える３歳までの日田市に住所があるお子さんが対象です。
　２月１日までにお申し込みください。（抽選の結果は、当選者のみに連絡します）
□はがき
　住所・お子さんの氏名と生年月日・保護者名・昼間の連絡先を記入の上、郵送
□ホームページ
　市ホームページ（電子申請システムのページ）から申込み
□携帯電話　右記の二次元コードから申込み
※申込みの際は、写真を送付する必要はありません。
問〒877-8601（住所記載不要）地方創生推進課シティセールス係☎㉒８６２７（市役所６階）
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日田市消防団出初式

　今年は大分県消防特別点検（モデル点検）で、大分県知事が点検者となります。

・大原グラウンド（午前８時30分～）
　 人員服装点検、訓練点検、操法点検など
※操法点検では平成28年度に消防ポンプ自動車の更新を行った
日田方面団竹田分団。また、消防小型ポンプの更新を行った
大山方面団第１分団による水出し操法を実施します。

・三隈川右岸遊歩道（午前10時45分頃～）
　 放水点検（銭渕橋下流）

・パトリア日田（午前11時40分～）
　 表彰式

※当日、団員が大原グラウンド
に集合するまでの間、消防車
のサイレンを吹鳴します。皆
さんのご理解とご協力をよろ
しくお願いします。
問防災・危機管理室
　☎㉒８３６３（市役所４階）

１月21日㈰　午前８時30分～1170
発
行
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日
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